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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

現
状
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
数
で
は

今
後
の
介
護
事
情
に
追
い
つ
け
な
い
‼

　

公
的
介
護
保
険
制
度
は
高
齢
者
の
生
活
に
不
可
欠
で
あ
る
。

地
域
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
直

面
し
た
時
に
対
策
を
し
て
も
、
資
格
取
得
に
は
多
く
の
実
務
期

間
が
必
要
で
あ
り
、
雇
用
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。今
は
大
丈
夫
で
は
な
く
、今
後
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

不
足
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
質
問
す
る
。

にじ

愛澤俊行 議員
が問う！

無会派

中島孝 議員
が問う！

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
を

　
　
　
　

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
‼

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
に
関
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て
問
う
。

Q.
　

高
齢
者
の
難
聴
が
認
知
症
の
引
き
金
の
一
つ
と
の
報
告
も
あ

り
、
全
国
で
補
聴
器
購
入
助
成
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
き
て

お
り
、
県
内
で
も
５
つ
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
福
祉
支
出
は
補
聴
器
業
界
の
み
で
は
な
く
、
他
の
消

費
支
出
を
喚
起
し
て
地
域
経
済
を
下
支
え
し
、
地
域
の
安
心
感

も
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
、助
成
の
実
施
に
つ
い
て
、質
問
す
る
。

A.ど
、
認
知
症
の
方
及
び
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
は
、
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
政
策
全
般
に
つ

い
て
、
そ
の
方
針
を
定
め
る
、
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
医
学
的
見
地
の
下
に
認
知
症
を
理
解

し
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
や
早
期
対
応
を
行
う
た
め

の
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
、
認
知
症
専
門
医
を
中
心
と
す
る

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
初
期
の
支
援
を
集
中
的

に
行
う
こ
と
な
ど
、
各
種
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
補
聴
器
に
つ
い
て
、
国
、
県
、
他
市

町
村
に
お
け
る
認
識
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
段
階
で
は
そ
の

予
防
効
果
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
社

会
性
の
欠
如
を
補
う
こ
と
や
聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と
に
よ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
孤
立
化
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
は
、

周
り
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
可

能
性
は
否
定
で
き
ず
、
認
知
症
の
予
防
や
抑
制
効
果
の
上
で
社

会
性
の
維
持
は
重
要
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い

る
。

　

市
と
し
て
は
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
医
療
、
介
護
、
保
健
、

福
祉
関
係
者
等
で
構
成
し
、
認
知
症

へ
の
対
応
を
含
む
、
高
齢
者
に
関
わ

る
様
々
な
課
題
を
把
握
・
検
討
し
て

い
る
、
相
馬
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

会
議
及
び
推
進
会
議
の
専
門
部
会
で

あ
る
認
知
症
地
域
ケ
ア
委
員
会
に
お

い
て
、
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
認

知
症
対
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ

る
か
、
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

　
　
　
　

今
後
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
へ
の
対
策
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
予
防
も
含
め
た
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
な

Q.
介
護
支
援
専
門
員
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

A.
　
　
　
　

市
内
の
介
護
事
業
者
や
、
施
設
に
所
属
す
る
介
護
支

　
　
　

援
専
門
員
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
２
月
末

日
現
在
、
37
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
自
宅
で
生
活
す
る
要

介
護
者
な
ど
を
担
当
す
る
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
30
名
、

施
設
等
の
入
所
者
を
担
当
す
る
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
７

名
と
な
っ
て
い
る
。

　

居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１
人
が
担
当
で
き
る
人
数
の
上
限

は
、
市
条
例
に
よ
り
35
人
と
定
め
て
お
り
、
市
内
の
居
宅
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
30
名
が
対
応
で
き
る
上
限
総
数
は
１
，
０
５
０

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
対
応
し
て
い
る
、
実
際

の
人
数
は
令
和
５
年
12
月
現
在
、
上
限
総
数
の
81
％
と
な
る
８

５
３
人
で
あ
り
、
全
体
数
で
は
影
響
が
出
て
い
る
状
況
に
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
10
月
、
市
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
40
事
業
所
に
対
し
、
介
護
人
材
不
足
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
関
し
て

回
答
の
あ
っ
た
26
事
業
所
の
う
ち
、
84
％
と
な
る
22
の
事
業
所

か
ら
は
、
不
足
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
や
や
不
足
し
て
い
る

が
業
務
に
支
障
は
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
業
務
、
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
相
馬
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、
市
民
か
ら
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
不
足
に
関
す
る
問
合
せ

等
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
ヘ
ル
パ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
全
般
的
な
介
護

人
材
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
は
あ
る
も
の
の
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
、現
段
階
に
お
い
て
、市
民
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
に
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

一般質問 一般質問

そ
の
他
の

質

問

○ 

相
馬
市
民
会
館
の
運
営
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

１
．
請
願
・
陳
情
と
は
？

　

市
民
の
皆
様
が
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
反
映
さ
せ
る

方
法
と
し
て
、
請
願
・
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　

請
願
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
、
提
出
に
は
市
議
会

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

陳
情
は
、
請
願
と
同
じ
く
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
述

べ
る
も
の
で
す
が
、
特
に
法
律
で
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
内
容
が
請
願
に
適
合
す
る
も
の
は
、
請
願
と
同
様
に
処
理

さ
れ
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
ど
の
よ
う
に
取

　

り
扱
わ
れ
る
の
？

　

議
会
に
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
は
所

管
の
委
員
会
に
付
託

の
上
、
審
査
さ
れ
、

本
会
議
で
採
択
か
不

採
択
か
が
最
終
的
に

決
定
さ
れ
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
、
願
意

実
現
に
向
け
て
、
議

会
の
権
限
の
範
囲
で

誠
実
に
処
理
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳

情
の
委
員
会
で
の
審

査
の
際
に
、
希
望
が

あ
れ
ば
、
意
見
陳
述

（
提
出
の
趣
旨
説
明
）

を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

請
願
・
陳
情

請
願
者
・
陳
情
者

議
長
（
受
理
）

本
会
議

委
員
会
（
審
査
）

本
会
議
（
議
決
）

請
願
者
・
陳
情
者

提出上程付託
審査結果
報告

結果
通知

請願は紹介議員
が必要です

趣旨について意見陳述
することが出来ます

請願・陳情のフロー図

３
．
請
願
・
陳
情
の
出
し
方
は
？

　

請
願
書
・
陳
情
書
は
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
で
き

る
だ
け
簡
単
に
、
日
本
文
で
趣
旨
、
提
出
年
月
日
、
請
願
・
陳

情
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
名
称
と
代
表
者
の
氏

名
）
お
よ
び
紹
介
議
員
名
（
陳
情
書
は
不
要
）
を
記
載
し
、
押

印
し
た
も
の
（
※
署
名
の
場
合
は
押
印
は
不
要
）
を
議
長
宛
て

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
事
務
局
（
０
２
４
４
ー
３

７
ー
２
１
７
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

請願・陳情の書式例


